
第一回「北大寮歌をうたう会」次第 

平成３０年３月１７日土曜 15:00 沖縄県自治会館 那覇市旭町 

 

 

 

 

 

 

開会の辞  嘉数 光一郎  実行委員会幹事 

会長挨拶  上江洲 安宏  沖縄エルム会会長 

校  歌  永遠の幸     明治３３年 有島武郎君作歌 G.Root 氏曲 

乾  杯  薮内 晴弘    恵迪寮同窓会理事 西日本支部事務局長 

 

☆第一部 津軽の滄海の渦潮わけて 

津軽の滄海の・・・・・昭和１３年  瓔珞みがく・・・・・大正９年桜星会歌 

春来にけらし・・・・・昭和１７年  春雨に濡る・・・・・大正１２年 

蒼空高く翔けらむと・・昭和２年 

 

☆第二部 愛唱される寮歌を訪ねて 

噫玉杯に花うけて・・第一高等学校    紅もゆる丘の花・・第三高等学校 

北帰行・・・・・・・旅順高等学校   惜別の歌・・・・・中央大学予科学生歌 

坊がつる讃歌・・・・広島高等師範学校 

 

☆第三部 清き國ぞとあこがれぬ 

藻岩の緑・・・・・・明治４４年   春まだ浅き・・昭和１２年第３０回記念祭歌    

魔人の呪い・・・・・大正６年       我楡陵に―行秋哀歌―・・平成 2年 

花繚乱の・・・・・・昭和３２年   別離の歌・・・・・・昭和 6年閉寮記念寮歌 

  水産放浪歌・・・ 

        

☆歌いたい曲をリクエスト（裏面）・・・ 

お知らせ      大嶺修     沖縄エルム会幹事 

 

ストームの歌 肩組みて 

終幕 都ぞ弥生・・・・明治４５年  横山芳介君 作歌 赤木顕次君 作曲 

閉会の辞    平良 健康    沖縄エルム会幹事長 

記念撮影・・・・・・・参会者すべて 

後片付け 

寮友(とも)よ  
徒(いたず)らに明日の運命(さだめ)を 嘆かんよりは 

楡林(ゆりん)に篝火(かがりび)を焚(た)きて 
去りては再び帰らざる 若き日の感激を謳歌(うた)はん 

 
昭和 11 年寮歌「嗚呼茫々の」宍戸昌夫君 作歌 楡陵謳春賦より 

裏面に寮歌リストあり 



寮歌音源付き歌詞スクリーン収録曲紹介＞ 

・校歌 永遠の幸    ・明治 45 年寮歌 都ぞ弥生 

・明治 40年寮歌 一帯ゆるき   ・明治 44 年寮歌 藻岩の緑 

・大正 6年寮歌 魔人の呪   ・大正 9年桜星会歌 瓔珞みがく 

・大正 12年寮歌 春雨に濡る      ・昭和 2年寮歌 蒼空高く翔らむと 

・昭和 3年寮歌 郭公の声に   ・昭和 4年寮歌 黒潮鳴れる 

・昭和 6年閉寮記念寮歌 別離の歌  ・昭和 8年寮歌 タンネの氷柱 

・昭和 10年寮歌 噫妖雲は   ・昭和 12年第 30回記念祭歌 春未だ浅き 

・昭和 13年寮歌 津軽の滄海の  ・昭和 16 年寮歌 湖に星の散るなり 

・昭和 17年寮歌 春来にけらし  ・昭和 21 年寮歌 時潮の波の 

・昭和 28年寮歌 手をとりて美しき国を ・昭和 32 年寮歌 花繚乱の 

・昭和 35年寮歌 茫洋の海   ・昭和 40 年寮歌 新しき陽は 

・昭和 53年第 70回記念祭歌 草は萌え出で ・昭和 54 年寮歌 うす紅の 

・昭和 55年寮歌 楡は枯れず   ・昭和 57 年寮歌 寮友よ永遠に謳歌わん 

・昭和 60年寮歌 沈黙の杜に   ・平成 2年寮歌 我楡陵に―行秋哀歌― 

・平成 4年寮歌 熱き街   ・ストームの歌 

・水産放浪歌 

 

※参加者からリクエスト：一覧リストのなかから選んで下さい。皆で高唱します。 

 

謝辞：本日は第一回「北大寮歌をうたう会」にご参加下さり誠に有難うございます。 

今を生きる我々に癒しと勇気を与えてくれる寮歌を歌う場が欲しいと久しく願ってきまし

た。こうして実現に漕ぎつけられ感謝です。青春の輝きを寮歌に結晶させた先人の心に敬服

の念を抱くとともに、未来へ歌い継いでいく嬉しき責務をも感じます。 

ご参加の皆様すべてに、感謝。恵迪寮同窓会のご支援に感謝。実行委員会一同。 

 

 


